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Fig．　2．
た・この液1ccは12m9の鐵を含有した・
櫨紙片を鑛泉水及びコ・イド液に浸し，液が
3cm上昇後濾紙を槍液より取出して蒸溜水
に浸し，液の先端が6emになる迄吸上げさせ
乾燥後，毛筆で黄血；圏を塗布し，控酸ガス中
に放置して，青色に三色せしめた・被槍液の
酸度にはコ・イド及び鐵イオンの上昇度は殆
ど左右されない・鐵イ空ンは濾紙を上昇する
がコnイド鐵は濾紙片の下端に停滞して上昇
しない・藤野二二では濾紙の最下端部に薄V・
着色を見たから，之がコロイド鐵による着色
と考えれば鑛泉中にもコロイド鐵が存在する
ことになるが，その量はごく僅にすぎない・
（第3圖）
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B］ig．　3．
　結言；線馨泉を放置すると，硫酸鐵が室
i氣で酸化されて，ヂオP・一ル整をつくり，硫酸
を遊離しつつ漸次複雑な多核錯控えと分解し
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て行く・從って色は次第に深色的になり，泉
水のpHが減少する．沈澄はヂオール擦から
ヘキソール蟷に亘：る鐵の錯櫨であらう・正の
鐵コロイドは硫酸イオンに鋭敏に反慮するの
で緑鋒泉中に訟ける存在は困難であると考え
られる・
